
　理　事　須賀　康明　柔道整復科　昭和38年卒　　　　　　理　事　手塚　善雄　柔道整復科　昭和62年卒　鍼灸科　平成元年卒
　理　事　依田　和司　鍼灸マッサージ科　昭和63年卒

相談役
近藤　昌之

柔道整復科　昭和55年卒

会　長
牛込　信喜

柔道整復科　昭和43年卒

副会長
金谷　義孝

鍼灸マッサージ科　平成８年卒

事業部
大久保秀夫
鍼灸科　昭和54年卒

事業部
森田　政次

柔道整復科　昭和43年卒

経理部
各務　一英

柔道整復科　昭和61年卒

理　事
滝沢　政行

柔道整復科　昭和62年卒
鍼　灸　科　平成６年卒

理　事
塚原　　剛

柔道整復科　昭和57年卒

理　事
浅宮　音丸

柔道整復科　昭和55年卒

理　事
阿部　脩三

柔道整復科　昭和44年卒

監　事
内山　真喜

鍼灸マッサージ科　昭和37年卒

監　事
長尾　雅人

鍼灸マッサージ科　平成９年卒

理　事
柿沼　貴子
鍼灸科　平成11年卒

理　事
高野　耕造

教員養成科　昭和63年卒

理　事
安達　淳子

鍼灸マッサージ科　昭和62年卒

学術部
林　　云海

柔道整復科　平成15年卒
鍼灸マッサージ科　平成16年卒

理　事
狩野　和利

柔道整復科　平成５年卒
鍼灸マッサージ科　平成２年卒

理　事
大釜　　崇

柔道整復科　平成15年卒
鍼灸マッサージ科　平成17年卒

総務部
半田　光男

柔道整復科　昭和50年卒

学術部
市原　明彦

柔道整復科　昭和55年卒

経理部
倉持　栄一

柔道整復科　昭和50年卒
鍼灸マッサージ科　昭和53年卒

総務部／広報部
堀口三恵子
鍼灸科　平成２年卒

理　事
相沢　　丈

柔道整復科　昭和43年卒

相談役
山下　豊仁

鍼灸マッサージ科　昭和52年卒

相談役
菊池　本明

鍼灸マッサージ科　昭和37年卒
柔道整復科　昭和39年卒

相談役
石森　勇治

柔道整復科　昭和55年卒

相談役
櫻井　　弘

柔道整復科　昭和38年卒

　
令
和
三
年
五
月
二
十
三
日
（
日
）
の
「
呉
竹
会
総
会
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る「
緊
急
事
態
宣
言
」

発
令
に
よ
り
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
副
会
長
の
牛
込
信
喜
先
生
の
開
会
宣
言
が
あ
り
、
近

藤
昌
之
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
東
京
医
療
専
門
学
校
校

長
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
次
に
四
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
内
容
を
理
事
よ
り
報
告
す
る

か
た
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
一
号
議
案
の
二
〇
二
〇
年
度
事
業
報
告
を
総
務
部
の

金
谷
義
孝
先
生
が
、
第
二
号
議
案
の
二
〇
二
〇
年
度
決
算

報
告
を
経
理
部
長
の
倉
持
栄
一
先
生
が
、
第
三
号
議
案
の

二
〇
二
〇
年
度
会
計
監
査
報
告
を
監
事
の
長
尾
雅
人
先
生
が

な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
第
四
号
議
案
の
二
〇
二
一
年
度
事
業
計
画
案
を
総

務
部
の
金
谷
義
孝
先
生
が
、
第
五
号
議
案
の
二
〇
二
一
年
度

予
算
案
を
経
理
部
長
の
倉
持
栄
一
先
生
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
第
六
号
議
案

の
役
員
改
選
で
は
理
事

か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、

会
長
に
牛
込
信
喜
先

生
、
副
会
長
に
金
谷
義

孝
先
生
の
就
任
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
副
会
長
の
金

谷
義
孝
先
生
に
よ
り
閉

会
宣
言
が
あ
り
、
無
事

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

近
藤
会
長
あ
い
さ
つ

牛
込
新
会
長
あ
い
さ
つ

齊
藤
校
長
あ
い
さ
つ

第
53
回
呉
竹
会
総
会
を

　

  

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

第
53
回
呉
竹
会
総
会
を

　

  

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
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く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
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よ
り
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本
年
度
呉
竹
総
会
で
新
会
長
に
推

挙
さ
れ
ま
し
た
、
群
馬
県
出
身
、
昭

和
四
十
四
年
柔
整
卒
の
牛
込
信
喜
で

す
。
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
呉
竹
学
園
並
び
に
、
呉
竹
会

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
現
役
学
生
、

並
び
に
教
職
員
の
皆
様
方
に
は
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
呉
竹

会
に
多
大
な
尽
力
を
尽
く
さ
れ
た
近

藤
前
会
長
に
、
感
謝
と
敬
意
を
表
し

ま
す
。
た
い
へ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

　

本
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
中
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
外
国
の
選
手
が

訪
日
し
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
こ

と
に
、
多
く
の
競
技
が
無
観
客
開
催

と
い
う
、
特
別
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

な
り
ま
し
た
。「
人
類
の
歴
史
は
感

染
症
と
の
闘
い
の
歴
史
」
で
も
あ
り

ま
す
。
世
界
で
は
今
ま
で
に
、
ペ
ス

ト
・
天
然
痘
・
コ
レ
ラ
・
結
核
・
ス

ペ
イ
ン
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

エ
イ
ズ
・
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
等
々
が
、

広
域
感
染
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
全
世
界
規
模
で
急
速

に
感
染
拡
大
し
た
感
染
症
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人
類
史
上
は
じ

め
て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
、
辛

い
思
い
を
さ
れ
た
方
、
そ
し
て
残
念

な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
初
と
な
る
リ
モ
ー
ト
で
の

呉
竹
会
総
会
を
執
り
行
い
、
対
面
時

と
違
い
、
リ
モ
ー
ト
で
は
会
員
の
皆

様
と
上
手
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
昨
今
で

し
た
。
皆
様
は
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
の
よ

う
に
お
過
ご
し
で
す
か
？

•�

院
で
の
感
染
症
に
対
す
る
安
全

対
策

•�

雇
用
の
存
続
、
給
与
の
保
証
等
々

ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
取
る

呉
竹
会
会
長
　
牛
　
込
　
信
　
喜

の
経
営
面

•�

休
業
の
場
合
、
患
者
離
れ
、
収

入
減
、
及
び
再
開
時
の
原
状
回
復

（
患
者
が
戻
る
か
）

等
々
を
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
私
の

思
い
と
し
て
は
、
施
術
に
自
信
を

持
っ
て
患
者
さ
ん
と
接
す
れ
ば
、
必

ず
や
、
状
況
が
改
善
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
柔

整
科
で
は
、
超
音
波
観
察
装
置
に
よ

る
骨
折
・
脱
臼
・
軟
部
組
織
の
損
傷

判
断
に
つ
い
て
は
既
に
学
校
教
育
の

中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
国
家
試
験
に
も
出
題
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
科
学
的
根
拠
に

基
づ
き
、
国
民
が
安
心
し
て
受
け
や

す
い
技
術
を
提
供
で
き
る
体
制
が
で

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
科
に
お
い
て
は
、
受
領
委
任
払
い

が
開
始
さ
れ
つ
つ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
総
会

で
は
、
鍼
灸
な
ど
の
伝
統
医
療
が
採

用
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
既
に

多
く
の
施
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
洋
医
学
一
辺
倒
で
あ
っ
た
世
界
の

医
療
に
、
鍼
灸
・
柔
整
と
い
う
伝
統

医
学
も
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

刻
々
と
変
化
を
し
て
お
り
ま
す
。
鍼

灸
・
柔
整
は
、
副
作
用
が
少
な
く
、

安
価
で
、
ほ
と
ん
ど
手
技
で
完
結
す

る
、
利
便
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
緊

急
時
、
災
害
時
に
実
践
で
き
る
数
少

な
い
医
療
で
す
。
今
後
ま
す
ま
す
必

要
と
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
医
療
は
、
目
の
前
の
患

者
さ
ん
の
信
頼
を
得
る
こ
と
で
あ

り
、
患
者
さ
ん
の
信
頼
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
、
成
り
立
ち
ま
す
。
で
す

か
ら
、
コ
ロ
ナ
の
予
防
策
を
し
っ
か

り
と
執
り
行
い
、
自
信
を
持
っ
て
患

者
さ
ん
に
施
術
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
業
界
の
変
換
期
は
、
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
の
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
の
医
療
の
基

礎
、
原
点
は
、
こ
の
呉
竹
学
園
、
東

京
医
療
専
門
学
校
で
す
。
学
園
は
、

二
〇
二
六
年
に
百
周
年
を
迎
え
る
予

定
で
す
。
母
校
の
た
め
、
応
分
な
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
と
存

じ
ま
す
。

１．会員名簿の整備

２．呉竹会基金の募集

３．全国組織網の拡充

　　（イ）未組織支部の拡充

　　（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）

４．「くれたけだより」の発行

　　2021年５月　第51号　7,600部

　　2021年10月　第52号　7,600部

５．呉竹医学会への協賛

　　（開催未定）

６．鍼灸マッサージ教員養成科

　　卒業論文の贈呈

　　2022年３月

７．2021年度　東京医療専門学校

　　卒業式　呉竹会賞　表彰

　　2022年３月17日

　　　鍼灸マッサージ科

　　　鍼灸科

　　　柔道整復科

　　　鍼灸マッサージ教員養成科

１．会員名簿の整備

２．呉竹会基金の募集

３．全国組織網の拡充

　　（イ）未組織支部の拡充

　　（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）

４．「くれたけだより」の発行

　　2020年５月　第49号　7,500部

　　2020年10月　第50号　7,500部

５．呉竹祭の開催（中止）

６．呉竹医学会への協賛（中止）

７．鍼灸マッサージ教員養成科

　　卒業論文の贈呈

　　2021年３月

８．2020年度　東京医療専門学校

　　卒業式　呉竹会賞　表彰

　　2021年３月18日

　　　鍼灸マッサージ科　２名

　　　鍼灸科　　　　　　２名

　　　柔道整復科　　　　３名

　　　鍼灸マッサージ教員養成科　１名

2020年度　事業報告 2021年度　事業計画

令和３年度　予　　　算
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和２年度決算 令和３年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 3,338,344 5,495,137
２．100周年記念準備金取崩 0 0
３．会 費 5,520,000 4,650,000 新会員＠30,000×155名
４．預 金 利 子 103 1,000
５．補 助 金 500,000 0 行事中止により補助金の事由が消滅したため
６．雑 収 入 1,079,580 800,000 くれたけだより広告掲載料・維持会費等
収　入　合　計 10,138,027 10,916,137

支出の部
費　　　　　目 令和２年度決算 令和３年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 3,245,890 3,300,000
　⑴人 件 費 0 0
　⑵一 般 経 費 3,245,890 3,300,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,433,100 2,100,000「くれたけだより春・秋号」発送・理事会開催通知
　　　交 通 費 0 400,000 理事会交通費
　　　印 刷 費 812,790 800,000「くれたけだより春・秋号」印刷他
　　　会 議 費 0 0
　　　雑 費 0 0
２．活 動 費 1,397,000 1,560,000
　⑴総 会 費 0 270,000 総会会場費、特別講演費用
　⑵理 事 会 費 0 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 0 0
　⑷表 彰 費 40,000 60,000 功労者・呉竹会賞表彰
　⑸学校行事協賛費 0 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 0 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 598,000 700,000 支部運営費補助
　⑽支部発足準備費 0 0
　⑾学内同好会補助費 0 20,000 ２同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
　⒀コロナ対策助成金 459,000 0
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　0万円
　　周年記念事業準備 0 0 期末残高　100万円（見込）
　　予備費／次期繰越 5,495,137 5,086,137
支　出　合　計 10,138,027 10,946,137

令和２年度　決 算 報 告 書
（令和２年４月１日～令和３年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和２年度予算 増減（決算－予算） 令和２年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 3,338,344 0 3,338,344
２．100周年記念準備金取崩 0 0 0
３．会 費 5,220,000 0 5,220,000 新会員＠30,000×174名
４．預 金 利 子 1,000 －879 103
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 800,000 279,580 1,079,580 くれたけだより広告掲載料・維持会費等
収　入　合　計 9,859,344 278,683 10,138,027

支出の部
費　　　　　目 令和２年度予算 増減（決算−予算）令和２年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 3,350,000 －104,110 3,245,890
　⑴人 件 費 50,000 －50,000 0
　⑵一 般 経 費 3,300,000 12,790 3,245,890
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,100,000 333,100 2,433,100「くれたけだより春・秋号」発送
　　　交 通 費 400,000 －400,000 0 理事会交通費
　　　印 刷 費 800,000 12,790 812,790「くれたけだより春・秋号」印刷他
　　　会 議 費 0 0 0
　　　雑 費 0 0 0
２．活 動 費 2,919,000 －1,522,000 1,397,000
　⑴総 会 費 270,000 －270,000 0（中止）
　⑵理 事 会 費 50,000 －50,000 0（中止）
　⑶呉 竹 祭 費 900,000 －900,000 0（中止）
　⑷表 彰 費 60,000 －20,000 40,000 呉竹会賞記念品代
　⑸学校行事協賛費 60,000 －60,000 0（中止）
　⑹慶 弔 費 100,000 －100,000 0
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0 0
　⑼支 部 補 助 費 700,000 －102,000 598,000 支部運営費補助
　⑽支部発足準備費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 20,000 －20,000 0 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 0 300,000
　⒀コロナ対策助成金 459,000 0 459,000 緊急補正
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特別会計組入額 0 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 0
　　周年記念事業準備 0 0 0 期末残高　0円
　　予備費／次期繰越 3,590,344 1,904,793 5,495,137
支　出　合　計 9,859,344 278,683 10,138,027

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　2021年３月31日　　　　　　　　会　長　近藤　昌之 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　牛込　信喜 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　2021年５月15日　　　　　　　　監　事　内山　真喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　雅人 ㊞

新
会
長
あ
い
さ
つ

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～ 2021年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
年度別 会員よりの受入 呉竹会より 受入合計 利息組入

取崩
呉竹学園 100周年記念
事業募金への寄付金

基金合計人数 金額
前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,355,391 0 36,368,664
2020年度 0 0 0 0 3,286△ 5,000,000△ 4,996,714
計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,358,677△ 5,000,000 31,371,950
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ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
は

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
目
指
す
学

生
や
競
技
者
へ
の
ケ
ア
を
修
得
し
た

い
学
生
を
対
象
に
、
様
々
な
競
技
の

第
一
線
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
た

ト
レ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
直
接
指
導
を

受
け
ら
れ
る
課
外
講
座
で
す
。

　

本
講
座
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
山

田
晃
広
先
生
は
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ペ
イ

ン
リ
ー
グ
や
Ｊ
リ
ー
グ
、
な
で
し
こ

リ
ー
グ
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
歴
任
さ

れ
、
現
在
は
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成
企
業

を
経
営
す
る
東
京
校
の
卒
業
生
。
ま

た
、
本
学
園
の
卒
業
生
も
講
師
と
し

て
ご
登
壇
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
講
座
の
最
大
の
魅
力
は
、
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

や
ス
キ
ル
を
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、

在
学
中
の
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
や
就
職

斡
旋
を
行
っ
て
い
る
点
で
す
。
卒
業

後
も
イ
ン
タ
ー
ン
や
求
人
を
実
施
し

て
お
り
、
学
生
が
目
指
す
将
来
に
進

め
る
よ
う
、
分
野
別
教
育
と
キ
ャ
リ

ア
支
援
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
度
に
発
足
し
た
ス
ー

パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
も
今
年
で

三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
山
田
先
生

を
は
じ
め
ご
登
壇
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
講
師
の
先
生
方
、
講
座
の
開
催

に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
各
位
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
後
進
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

No. 2021年度開催日
（予定） 講師 講師経歴 競技

１ ７月５日（月） 山田　晃広　氏 元スペインリーグ、Ｊリーグ、なでし
こリーグトレーナー サッカー

２ ７月26日（月） 武田　剛輝　氏 元なでしこリーグトレーナー サッカー

３ ９月17日（金） 高山　慈仁　氏 元プロゴルファートレーナー ゴルフ

４ 10月11日（月） 豊増由美子　氏 元ダイハツ陸上部トレーナー 陸上

５

11月21日（日）

寺田　庸一　氏 MLBロサンゼルス・エンゼルス専属
マッサージセラピスト 野球

11月22日（月）

６ 12月13日（月） 古川　　茜　氏 空手日本代表トレーナー 空手

７ １月17日（月） 牧野　竜太　氏 世界陸上女子マラソントレーナー 陸上

８ ２月14日（月） 山田　晃広　氏 元スペインリーグ、Ｊリーグ、なでし
こリーグトレーナー サッカー

ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
の
実
施
状
況

　

本
校
鍼
灸
科
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

科
で
は
、
本
年
度
よ
り
「
美
容
と
健

康
～
女
性
の
た
め
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
と
題
し
、
三
年
生
を
対
象
と

し
た
特
別
講
座
を
新
た
に
開
催
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
（
希
望
制
、
有

料
）。

　

講
座
で
は
、
充
実
の
講
師
陣
を
お

招
き
し
、
基
礎
講
座
と
し
て
皮
膚
科

学
の
基
礎
二
講
座
（
阿
部
浩
一
郎
先

生
：
形
成
外
科
専
門
医
・
指
導
医
）、

女
性
の
た
め
の
漢
方
入
門
二
講
座

（
伊
藤
隆
先
生
、
木
村
容
子
先
生
：

漢
方
専
門
医
・
指
導
医
）
臨
床
講
座

と
し
て
六
名
の
第
一
人
者
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た（
川
辺
奈
穂
先
生
、

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
先
生
、
藤
原
亜
季

先
生
、
光
本
朱
美
先
生
、
堀
口
三
恵

子
先
生
、
渡
辺
佳
子
先
生
）。

　

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
お
け
る
多
様

な
貢
献
に
つ
い
て
、
本
校
で
は
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
！

︵
専
任
教
員
：
藤
田
︶

◇　
　
　
　
　
　

◇

講
座
講
師
、
渡
辺
佳
子
先
生
よ
り
ご

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
美
容
と
健
康
〜
女
性
の
た
め
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
の
講
義
を
終

え
て

講
師
：
渡
辺
　
佳
子

　

七
月
一
日
、
三
年
生
の
良
い
雰
囲

気
の
中
、
講
義
と
実
技
の
九
十
分
二

部
制
で
本
講
座
は
初
日
を
迎
え
ま
し

た
。私
の
書
籍
で
も
伝
え
て
い
る「
健

康
と
美
し
さ
」
は
、
本
来
、
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
、「
健
康
の
最
上
級

は
美
」
と
い
う
こ
と
や
、
実
技
で
は

本
科
、
専
科
に
も
共
通
す
る
「
臨
床

家
の
手
の
つ
く
り
方
」、「
フ
ァ
ー
ス

ト
タ
ッ
チ
」
基
礎
の
大
切
さ
な
ど
を

お
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
目
先
、
手
先
だ
け
の
短
期
的

な
技
術
で
は
な
く
、
そ
の
根
底
に
あ

る
先
人
か
ら
伝
承
さ
れ
た
本
質
的
な

原
動
力
、
人
間
力
か
ら
生
ま
れ
る
技

術
の
大
切
さ
、
臨
床
家
の
基
本
姿
勢

の
重
要
性
な
ど
、
臨
床
家
と
し
て
、

長
く
活
躍
で
き
る
本
質
的
な
内
容
を

中
心
に
講
義
し
ま
し
た
。

　
「
早
い
段
階
か
ら
臨
床
に
直
結
す

る
講
義
を
受
け
る
こ
と
で
、
よ
り
未

来
を
具
体
的
に
想
像
で
き
る
」、「
日

頃
の
勉
学
へ
の
意
欲
も
湧
い
て
く

る
」、「
普
段
の
学
習
が
ど
の
よ
う
に

臨
床
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
が
理
解

で
き
る
」な
ど
講
義
中
に
お
聞
き
し
、

講
義
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
、
学
生
達

の
本
気
が
伝
わ
る
う
れ
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
イ

キ
イ
キ
と
し
た
笑
顔
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
在
学

中
か
ら
進
路
を
よ
り
具
体
的
に
描

き
、
活
躍
で
き
る
機
会
、
環
境
が
選

択
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
、
講
師
、
職
場
の
連
携
を

よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
高
度
な

専
門
技
能
修
得
と
専
門
性
に
優
れ
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
、
さ
ら
に
今

後
の
鍼
灸
業
界
の
発
展
、
人
と
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
臨
床
家
の
育
成

な
ど
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
あ
は
き

養
成
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
お
い

て
、
新
た
に
学
外
に
お
け
る
臨
床
実

習
（
臨
地
実
習
）
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
本
校
で
は
、
多
様
な
あ
は
き
領

域
の
貢
献
を
卒
業
前
よ
り
理
解
を
広

げ
る
た
め
、
卒
前
臨
地
実
習
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
平
成
三
十
年
度

の
導
入
以
来
、
臨
地
実
習
先
と
し
て

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、

岩
元
健
朗
先
生
（
岩
元
鍼
灸
院
・
接

骨
院
院
長
、
本
校
柔
道
整
復
科
・
教

員
養
成
科
卒
）、長
尾
雅
人
先
生
（
東

京
ヘ
ル
ス
ケ
ア
機
能
訓
練
セ
ン
タ
ー

代
表
、本
校
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
卒
、

卒
後
研
修
修
了
）
よ
り
臨
地
実
習
と

し
て
学
生
を
お
受
け
入
れ
い
た
だ
い

た
感
想
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

�

︵
専
任
教
員
：
藤
田
︶

岩
元　

健
朗　

先
生

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
東
京
杉
並

で
鍼
灸
院
・
接
骨
院
を
開
業
し
て

二
十
五
年
目
に
な
る
岩
元
健
朗
と
申

し
ま
す
。
臨
地
実
習
の
研
修
先
と
し

て
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
・
鍼
灸
科

の
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

臨
地
実
習
は
学
生
に
と
っ
て
貴
重

な
臨
床
教
育
の
場
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
が
こ
の
臨
地
実
習
で
学
生
に

伝
え
た
い
こ
と
は
基
本
の
大
切
さ
で

す
。
学
生
に
は
、患
者
様
へ
の
対
応
・

対
話
・
施
術
の
す
べ
て
を
お
見
せ
し

ま
す
が
、
基
本
を
大
切
に
し
て
い
る

姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
学
校
で
学
ぶ
医
療
面
接
・
基

本
刺
鍼
・
基
本
施
灸
・
患
者
対
応
な

ど
、
そ
の
基
本
の
積
み
重
ね
の
延
長

線
上
に
臨
床
が
あ
る
こ
と
を
感
じ

取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
臨
床
の
現
場
は
学
生
に
と
っ
て

刺
激
的
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
現
場

を
見
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
興

味
を
持
っ
て
学
ぶ
意
欲
に
繋
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
た
学
生
は
、
礼
儀
正
し

く
、
素
直
に
、
注
意
力
を
切
ら
さ
ず

に
実
習
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
臨
地

実
習
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
教
育
の

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。

長
尾　

雅
人　

先
生

　

皆
様
、
本
校
を
卒
業
し
、
三
鷹
市

で
訪
問
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
機
能
訓

練
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
お
り

ま
す
長
尾
雅
人
と
申
し
ま
す
。
臨
地

実
習
に
つ
い
て
は
、
本
校
で
取
り
入

れ
ら
れ
た
初
年
度
よ
り
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
は
お
お
む
ね

真
面
目
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
好
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
感

じ
た
点
を
二
点
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一 

、
臨
地
実
習
の
試
み
に
つ
い
て
の

感
想

　

私
が
学
生
時
の
臨
床
実
習
は
、
学

校
附
属
施
術
所
が
メ
イ
ン
で
し
た
。

更
に
充
実
し
た
知
見
を
広
げ
る
た

め
、様
々
な
先
生
方
に
お
願
い
し
て
、

個
人
的
に
病
院
、
治
療
院
、
体
育
施

設
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
現

場
に
行
き
ま
し
た
。
見
識
を
広
め
た

お
か
げ
で
、
現
在
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
中
で
公
の
仕
事
が
で
き
て
い

ま
す
。
学
生
の
時
に
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
る
の
は
、
う
ら
や
ま
し
い
限

り
で
す
。

二 

、
今
後
の
実
習
を
通
じ
て
学
生
に

望
む
こ
と

　

弊
社
の
介
護
保
険
で
行
う
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
体
を
良
く
す
る
専

門
職
と
し
て
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が

活
躍
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
単
な

る
「
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
」「
お
世
話
」

と
い
う
手
段
は
提
供
し
ま
せ
ん
。
利

用
者
の
問
題
点
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

し
、
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
多
職
種
で
行
い
ま
す
。
体
を
良
く

す
る
専
門
職
は
病
的
リ
ス
ク
が
分
か

り
、
痛
み
の
改
善
、
関
節
の
動
き
、

筋
力
向
上
、
動
作
改
善
な
ど
の
問
題

解
決
が
で
き
、
利
用
者
、
他
の
職
種

に
指
導
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
の
知
識
、
技
術
、
人
間
力

の
向
上
を
期
待
し
ま
す
。

美容と健康特別講座

学
外
臨
床
実
習
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亀
山
整
骨
院
院
長
の
友
枝
と
申
し

ま
す
。
当
院
は
東
京
都
板
橋
区
に
あ

る
開
業
二
十
七
年
目
を
迎
え
る
鍼
灸

整
骨
院
で
あ
り
、
私
は
開
業
十
二
年

目
の
二
代
目
院
長
と
し
て
日
々
の
診

療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
東
京
医

療
専
門
学
校
で
は
六
年
間
、
鍼
灸

科
・
柔
道
整
復
科
の
学
生
と
し
て
お

世
話
に
な
り
現
在
は
教
育
課
程
編
成

委
員
・
臨
床
実
習
指
導
者
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
新
型

伝
え
・
受
け
継
ぐ
事
の
重
要
性

臨
床
実
習
を
終
え
て

～
重
要
な
知
識
は
学
校
で
得
る
～

亀
山
整
骨
院
　
院
長
　
友
枝
　
郁
也 

先
生

神
楽
坂
も
み
の
木
整
骨
院
　
院
長
　
木
下
　
崇 

先
生

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
昨
年
度
の
外
部
臨
床
実
習

で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
学
校

サ
イ
ド
、
施
術
所
サ
イ
ド
の
感
染
予

防
へ
の
充
分
な
配
慮
の
も
と
外
部
臨

床
実
習
が
実
施
さ
れ
、
受
講
さ
れ
た

生
徒
の
皆
様
に
と
っ
て
は
有
意
義
な

経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

学
ぶ
側
か
ら
伝
え
る
側
に
立
場
を

変
え
、
出
会
う
こ
と
が
少
な
い
生
徒

の
皆
様
と
過
ご
す
時
間
は
私
自
身
に

と
っ
て
、
ま
た
当
院
に
と
っ
て
も
大

き
な
成
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
普

段
私
た
ち
が
仕
事
と
し
て
行
っ
て
い

る
こ
と
を
生
徒
の
皆
様
に
見
せ
、
伝

え
る
中
で
技
術
や
感
覚
、
経
験
を
言

葉
に
す
る
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

　

神
楽
坂
で
当
整
骨
院
を
開
業
し
て

か
ら
八
年
、
地
域
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

を
目
指
し
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
地
元
の
皆
様

の
協
力
も
得
ら
れ
、
地
域
活
動
へ
の

招
待
、
近
隣
小
中
学
校
が
企
画
を
す

る
職
場
体
験
実
習
の
場
と
し
て
毎
年

活
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
な
か
、
当
業

界
で
も
外
部
臨
床
実
習
が
は
じ
ま

り
、
母
校
で
あ
る
呉
竹
学
園
か
ら
、

臨
床
実
習
生
受
け
入
れ
の
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

う
れ
し
く
思
え
る
次
第
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
当
院
で
は
一
年
生
二
回
（
延
べ

十
三
名
）・
三
年
生
一
回
（
二
名
）
の

臨
床
実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

実
習
で
は
、
現
場
を
た
だ
見
る
だ
け

で
な
く
、
学
校
で
学
ん
だ
知
識
を
ど

う
患
者
様
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い

く
か
、
そ
の
経
験
を
い
か
に
し
て
実

習
生
に
体
験
し
て
も
ら
え
る
か
を
当

院
の
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

効
果
的
に
臨
床
実
習
の
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
手
前
勝
手
で
は
あ
り

ま
す
が
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
実
習
用
に
改
良
し
、
一
年
生

と
三
年
生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
に
合

わ
せ
た
も
の
を
「
臨
床
実
習
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
準
備
し
ま
し

た
。
事
前
に
、
学
生
が
臨
床
に
必
要

た
。
同
時
に
当
院
の
〝
百
年
継
続
可

能
な
院
づ
く
り
〟
と
い
う
合
言
葉
と

再
現
性
の
高
い
施
術
法
の
選
択
（
エ

ビ
デ
ン
ス
の
追
求
）
を
重
視
す
る
と

い
う
理
念
に
も
重
ね
て
、
伝
え
・
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

施
術
現
場
と
し
て
三
層
連
携
の
一

端
を
担
い
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒

の
皆
様
に
は
臨
床
実
習
を
通
じ
て
多

く
の
学
び
の
場
と
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
日
々
の
診
療
を
大
切
に
院
と

し
て
も
成
長
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
知
識
を
持
っ
て
現
場
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
実
習
で
の
動

き
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
よ
う
に
思
え

ま
す
。

　

当
院
の
実
習
は
、
手
本
を
見
せ
、

一
緒
に
行
い
、
一
人
で
も
で
き
る
よ

う
に
指
導
す
る
と
い
う
実
践
が
中
心

で
す
の
で
、
動
き
が
良
く
な
り
、
患

者
様
に
接
す
る
機
会
が
増
え
た
分
、

学
校
の
知
識
を
生
か
す
場
面
も
多
く

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
患
者
様
と

の
接
し
方
、
問
い
か
け
に
対
す
る
適

切
な
医
学
的
知
識
を
提
供
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
体
験
で
き
、
学
校
の
知

識
が
い
か
に
大
事
か
を
実
感
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

臨
床
実
習
の
現
場
は
、
も
と
よ
り

そ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
慣
れ
て
い
け
ば
そ
れ
な
り
に
応

対
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
患
者
様
の
問
い
か
け
、

と
く
に
医
学
的
な
質
問
な
ら
ば
、
思

い
つ
き
や
感
覚
で
は
な
く
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
知
識
か
ら
、
適
切

な
回
答
を
探
し
出
し
、
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校

で
教
わ
る
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
得
ら
れ

た
高
水
準
の
知
識
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
す
。
学
校
で
得
ら
れ
る
知

識
の
基
本
は
教
科
書
に
あ
る
、
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
教
科
書
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
は
、
時
代
の
進
行
と
と

も
に
教
科
書
委
員
で
あ
る
先
生
方

が
、
幾
度
も
考
察
を
重
ね
た
結
果
が

反
映
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
内
容

を
軸
に
、
教
鞭
に
立
つ
先
生
方
が
伝

え
方
を
考
え
、
教
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
学
校
で
こ
れ
だ
け
の
知
識

の
宝
庫
に
接
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
学
生
の
皆
様
は
受
動
的
に
学
ぶ

の
で
は
な
く
、
少
し
で
も
良
い
の

で
、
能
動
的
に
知
識
を
欲
し
、
先
生

方
と
授
業
内
容
な
ど
に
関
し
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
、
現
場
で
生

か
せ
る
知
識
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
、
楽
し

く
前
向
き
に
勉
学
に
励
ま
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
臨
床
実
習
の
施
設
と
さ
れ

て
い
る
当
院
と
し
て
は
、
高
度
な
知

識
を
持
っ
た
学
生
た
ち
が
、
そ
の
知

識
を
経
験
に
昇
華
で
き
る
場
と
な
る

よ
う
な
実
習
現
場
を
つ
く
ら
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
し
、
先
達
と
し
て
望
む
所

で
す
。
こ
の
業
界
の
未
来
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
未

来
に
不
安
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
学
校
で
学
ん
だ
知
識
と
、
現

場
で
積
み
重
ね
る
経
験
は
、
必
ず
結

果
を
伴
っ
て
く
れ
ま
す
。
安
心
し
て

学
業
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
〝
未
来
は
明
る
い
、コ
ロ
ナ
禍
だ
っ

て
〟

活

躍

す

る

卒

業

生



　

本
年
四
月
よ
り
、
東
京
医
療
専
門

学
校
代
々
木
校
舎
の
教
務
助
手
と
し

て
入
職
致
し
ま
し
た
合
田（
ご
う
だ
）

香
奈
と
申
し
ま
す
。
鍼
灸
科
、
柔
道

整
復
科
と
も
に
呉
竹
の
東
京
校
を
卒

業
し
、
整
骨
院
に
勤
め
た
後
、
自

身
で
も
開
業
す
る
な
ど
臨
床
の
場
に

立
っ
て
い
た
時
間
が
長
か
っ
た
の
で

す
が
、
教
員
と
し
て
も
母
校
に
返
り

合
田
　
香
奈

母
校
の
教
員
の夢

叶
う

咲
く
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
々
、
呉
竹
の
教
員
養
成
科
に
進

も
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
就
職

で
困
難
と
な
り
断
念
。
で
す
が
教
育

の
道
を
諦
め
き
れ
ず
に
気
持
ち
が

ず
っ
と
燻
っ
て
お
り
、
と
う
と
う
念

願
の
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
時
に

は
感
無
量
で
し
た
。

　

臨
床
の
場
で
は
一
般
外
傷
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
外
傷
の
施
術
の
他
、
介
護
予

防
教
室
の
開
催
や
介
護
認
定
審
査
会

の
審
査
員
な
ど
を
務
め
、
ま
た
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
の
救
護
活
動
、
地
域

総
合
防
災
訓
練
で
は
ド
ク
タ
ー
の
も

と
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な

中
、
新
た
に

教
育
の
場
に

立
た
せ
て
い

た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
柔

道
整
復
師
を

目
指
す
学
生

の
皆
さ
ん
が

今
後
の
柔
整

師
が
ど
れ
だ

け
大
き
く
地

域
に
貢
献
し

て
い
け
る
立
場
で
あ
る
か
を
、
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
は
紹
介
状
を
送
る
だ
け
が
ド
ク

タ
ー
と
の
繋
が
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
柔
整
師
が
活
躍
で
き
る
様
々
な

場
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

多
職
種
の
連
携
が
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
中
心
は
ド
ク
タ
ー
の
方
々
で
あ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
く
だ
さ
る
ド
ク

タ
ー
の
方
々
と
話
し
合
い
、
柔
整
師

の
立
場
を
確
立
し
て
い
こ
う
と
考
え

る
と
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
、
教

え
を
乞
う
謙
虚
な
姿
勢
と
成
し
遂
げ

よ
う
と
い
う
や
る
気
と
熱
意
が
と
て

も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
全

て
は
学
生
の
時
か
ら
養
っ
て
い
け
る

も
の
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

経
験
値
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
呉
竹
に
在
籍
す

る
優
秀
な
教
師
陣
と
、
し
っ
か
り
と

組
み
立
て
ら
れ
た
臨
床
実
習
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
そ
の
礎
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
柔
道
整
復
師
や
鍼

灸
師
が
輝
か
し
い
道
を
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
、呉
竹
の
教
育
理
念
を
胸
に
、

私
も
教
育
の
場
に
立
つ
者
と
し
て
精

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2021年度
卒後臨床研修講座（後期）の

開催を中止します

誰でもできるギックリ腰の矯正法
治療アプローチ

（基本手技編）埼玉支
部

　５月発刊の「くれたけだより」で前期卒後臨床研修講
座開催中止のお知らせをさせていただき、その後の状況
を注視してまいりましたが、未だ受講生の方々の安全安
心を確保できる状態ではないと考え、熟慮の結果、後期
の卒後臨床研修講座の開催を中止させていただきます。
　次年度の卒後臨床研修講座につきましても、今後の状
況を判断し開催可能な状況となりましたら、くれたけだ
よりでお知らせいたします。
　何卒、諸般の事情をご理解いただけますようお願いい
たします。

新
任
教
員
あ
い
さ
つ

右骨盤下部偏位の矯正 ①分解図

左骨盤上部左方偏位の矯正 ②分解図

胸腰椎移行部の左側弯の矯正 ③分解図

この部の脊椎連動が起こらないと不平等荷重がL5-S間にかかるため、必要です。

①患者坐位にて右臀部下に猫座布団を置く。
　仙骨右下部に左拇指を接点して患者さんの左肩を引き寄せる。
②次に左臀部下に猫座布団を置く。
　仙骨左上部に右拇指を接点して患者さんの右肩を引き寄せる。
③胸腰椎移行部の側弯及び後方突の矯正を行う。
　立位にて、サラシかコルセット、骨盤ベルト等で固定して終了とします。

〈
分
析
カ
ル
テ
〉

１
、
右
骨
盤
下
部
右
方
偏
位

２
、
左
骨
盤
上
部
左
方
偏
位

　
　

�

第
５
腰
椎
が
同
方
偏
位
か
逆
転
位

か
分
析
す
る

３
、
右
か
ら
左
へ
上
行
偏
位
（
左
斜
軸
）

４
、�

姿
勢
性
偏
位
、
胸
腰
椎
移
行
部
付

近
で
は
左
側
弯
位
が
多
い

大久保秀夫会長のコメント
　コロナの中、われわれの業界も元気を無くしております。活動
停止した状態で何かできることはないかと相談し、手技の指導を
お願いして発行することになりました。皆さん気合いを入れて頑
張っていきましょう。

滝沢政行副会長のコメント
　今回はギックリ腰の治療を簡単にまとめてみました。分からな
いことがあれば、腰以外のことでも何でもお電話ください。
　また、いつでも当センターで見学指導もできますのでご来訪く
ださい。

【連絡先】
朝日接骨院　桶川特殊治療センター
〒363-0022　埼玉県桶川市若宮2-34-13
TEL/FAX 048-786-0774
〈見学日〉水・金・日曜日　午前９時〜12時
〈見学申し込み〉年中無休です。午前９時〜12時の間に電話、FAXしてく
ださい（ハガキも可）。

分析図
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　学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金も皆様のご協力をもちまして多くの卒業生の方より賛同を
得ることができました。この場をもちまして厚く御礼を申し上げます。
　呉竹会会員の皆様方には更なるご理解とご協力を賜れればと思い、今年度の春号に振込用紙をお送りし
ております。
　「100周年記念事業募金」に関するお問い合わせがございましたら、下記の「法人事務局　寄付金募集係」
までお問い合わせください。
　呉竹会会員の皆様方のご理解・ご協力を賜れますよう重ねてお願い申し上げます。

〔お問い合わせ先〕　学校法人呉竹学園　法人事務局　寄付金募集係
　　　　　　　　　〒160-0004　東京都新宿区四谷2-9-5
　　　　　　　　　TEL：03-5362-3776

学校法人呉竹学園　創立 100 周年記念事業募金

　新型コロナの影響で、昨年度に引き続き、図書室の開放も限られて
おります。利用については日時を限って、学生さんへの貸し出しのみ
行っています。まだしばらくこの状態が継続することになると思いま
す。
　卒業生の皆様から利用したいとの問い合わせを受けておりますが、
申し訳ありませんが、今のところはご遠慮いただいております。ワク
チン接種が進み、今後の状況も変化していくと思いますので、ご理解
のほど、よろしくお願いいたします。
※学会発表のためなど、緊急の場合には、ご相談ください。

◆図書室では、本年度も引き続き雑誌（学会誌）を製本する作業を進

めています。

　皆様のご協力により、雑誌製本作業が少しづつ進んでおります。下
記に記載されている雑誌（学会誌）の欠号がお手元にあって、寄贈が
可能でしたら是非、ご協力お願いいたします。
　雑誌（学会誌）の不足している号は以下の通りです。

◆くれたけ（以前冊子で発刊されていたものです）

　100周年に向けて、学園の出版物の欠号を探しています。
　２号と３号をお持ちの方は、お貸しください。コピーさせていただ
いてから、返却いたします。

　今後も東洋医学関連書籍の収集を続けていきますので、どうぞご協
力お願いいたします。

四谷図書室からお願い

経絡治療 18号・58号・78号

現代東洋医学 通巻３号・４号・５号・６号・７号・８号・10号

伝統鍼灸
34号・36号・37号・38号・39号・40号・42号・
43号・45号・46号

中医臨床 12号・13号・14号・24号

東洋医学
（自然社／緑書房）

１号・２号・３号・４号・５号・６号・７号・８号・
39号・41号・42号・130 〜183号
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2022 年度　入試スケジュール

■校友会推薦制度
　呉竹学園（東京医療専門学校・呉竹鍼灸柔整専門学校・呉竹医療専門学校）の卒業生（校友会会員）より
推薦され、本校の鍼灸マッサージ科・鍼灸科・柔道整復科のいずれかに入学した方を対象として、学業・学
術研究を奨励し、優秀かつ社会・校友会に貢献する人物を輩出することを目的として、入学金の一部（10 万円）
を入学後に付与する制度です。なお、姉妹校に入学を希望される方は、各校入試事務局までお問い合せくだ
さい。

■授業料奨学制度
　本校の鍼灸科Ⅰ部、鍼灸科夜間特修コースまたは柔道整復科Ⅰ部に入学し、本制度の対象者として本校が
認定した方には、１年次前期授業料（入学手続時に納入）から卒業年次後期授業料にわたり授業料を減免し
ます。詳細は募集要項またはホームページをご覧ください。
【例】あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師または歯科衛生士を保有している方が、柔道整復科Ⅰ部
に入学／柔道整復師または歯科衛生士を保有している方が、鍼灸科Ⅰ部または鍼灸科夜間特修コースに入学
→ともに半期分授業料を在学中にわたり 10 万円減免（３年間で合計 60 万円減免）します。

■   専門実践教育訓練給付金制度
　本校の鍼灸マッサージ科Ⅰ部、鍼灸科Ⅰ部、鍼灸科夜間特修コースおよび鍼灸マッサージ教員養成科は、
教育訓練給付制度（専門実践教育訓練給付）の支給対象となる講座の指定を受けています（2022 年４月入
学生）。
　本制度の支給要件および詳細に関するお問い合わせは、入学者本人の住所を管轄するハローワークまでお
問い合わせください。

■大学併修制度
　本校に在籍しながら提携する人間総合科学大学（人間科学部心身健康科学科）にも籍を置き、本校（通学・
３年間）および大学（通信制・４年間）での取得単位を相互に活用することにより「専門士」と「学士（大
学卒）」の学位取得を目指す制度です。
　本制度の適用には、本校入学後に大学課程の出願を行う必要があります。本制度の利用を希望される方は、
ご入学後に本校入試事務局までお申し出ください。

■   Web 出願
　本校では、入試の出願をインターネット出願サイトにて受付しております（Web 出願）。
インターネット出願サイトは、本校ホームページ「入試日程」よりご覧ください。
https://www.kuretake.ac.jp/t_therapeutic/exam/schedule

区分 社会人
入試

推薦入試
１次

一般入試
１次

推薦入試
２次

一般入試
２次

入試日
（来校／オンライン）

10月 10日（日）
※面接

11月７日（日）
※面接

12月 12日（日）
※面接

一般入試２次終了後、定員に達していない学科について入学試験を随時行います（随時入試）。
随時入試の募集学科については、本校ホームページにて随時公表します。
随時入試の受験を希望する方は、本校入試事務局（TEL：03-3341-4043）までお問い合わせください。

２次募集終了後、定員に達していない場合は入学試験を随時行います。
随時募集の詳細については、本校ホームページにて随時公表します。
随時募集の受験を希望する方は、本校入試事務局（TEL：03-3341-4043）までお問い合わせください。

区分 １次募集
※推薦入学奨学制度対象 ２次募集

入試日 10月 10日（日） 12月 12日（日）

鍼灸マッサージ教員養成科

鍼灸マッサージ科Ⅰ部・鍼灸科Ⅰ部・鍼灸科夜間特修コース・柔道整復科Ⅰ部
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東京都新宿区四谷三栄町16-12
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　維持会費とは

　呉竹会では、会報発行や、各種呉竹会行事の運営
など、様々な活動をご支援いただくため、維持会費
の納入を「くれたけだより」秋号に振込用紙を入れ、
皆様方にお願いしております。
　維持会費は主に、学校と卒業生を繋ぐ「くれたけ
だより」の発行に大きな役割を果たしております。
　また、現役在校生が 10 月に開催する「呉竹祭」
を支える役割も果たしております。
　これからの東京医療専門学校・呉竹会発展のため
にも、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　維持会費振込先

　一口1,000円以上での納入をお願いしております。
　「くれたけだより」をお送りしている宛名の用紙
が振込用紙（郵便局）になっています。

郵便振込以外で納入される場合は下記の銀行口座を

ご利用ください

　みずほ銀行　四谷支店　普通預金口座
　　口座番号：1462711　口座名義：呉竹会
※振込人入力例：
　登録番号［123456（H-1234）宛名に印字されてい
ます］＋クレタケ　タロウ
　必ず登録番号とお名前（カタカナ）を付けてお振
り込みください。

　「登録番号」の記入がないため、お振込人が判明
できない場合がございますのでご注意ください。

2021年維持会費の納入に
ご協力をお願いします

鍼
　
　
灸
　
　
科
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